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研究成果の概要（和文）：本研究はグローバル化の趨勢が指摘されるインドにおいて、急速に変貌しつつあるカ
ーストとダリト運動の動態を検討すると同時に、英国のダリト移民にも注目することで、人びとのカースト意識
やダリト運動の展開に与える影響を検討した。バールミーキ・コミュニティを事例として、インドで1990年代以
降から試みられてきた公益訴訟という手法を活用して自コミュニティの権利や不平等を訴える動きを分析した。
さらにバーミンガムのバールミーキ移民に着目し、ライフヒストリー、カースト差別の経験、カースト別の宗
教・社会活動を検討することにより、英国のカースト問題や国境を越えた運動のネットワーク形成の可能性と課
題を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This study examines the impact of globalization on caste and Dalit movements
 in contemporary India and the UK, using a case study of the Balmiki community. In India, it is 
noteworthy that public litigation activities, as a new form of manifestation of inequality and 
injustice, have been increasingly observed among the Balmiki community since the 1990s. This study 
reveals the awareness of justice and rights from interviews with the Balmikis in North India.
For further research, this project expanded the field to the UK. Caste practices are not uncommon 
and have been widely observed in British Asian communities. Based on interviews and extensive 
fieldwork in Birmingham, where most of the Dalit diaspora settled and established religious caste 
organizations, this study explores their migrant experiences and sociocultural connections across 
geopolitical boundaries and organizational challenges against caste hierarchies.

研究分野： 地域研究、社会学

キーワード： 南アジア　インド　カースト　ダリト運動　グローバル化　移民　イギリス　経済自由化

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
カーストは人びとの日常生活に関わる問題であるが、その実態を理解することは、統計資料も少なく困難であ
る。本研究の成果は、これまで蓄積されてきたインド国内を対象としたカースト、ダリト運動の研究に加えて、
グローバル化の観点からインド国外の事例（イギリス）も検討することにより、従来の研究であまり焦点化され
てこなかったダリト移民の歴史と移民の反カースト運動への関与を示し得たことである。国境を越えて、故地と
移民先をつなぐ人的、資金面でのネットワーク形成、自カースト・コミュニティと深い関わりをもつ詩聖崇拝が
インドとイギリスの両国でも観察されたことは、現地調査の成果といえよう。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
現代インド社会において、カーストは人びとのアイデンティティの拠り所となっている

［Fuller ed. 1996; Gupta ed. 2004; Jodhka 2015; Natrajan 2012］。また、ダリト内部でも
カースト間の格差が存在し、運動においてもカースト区分を越えた連帯が成立しがたい状況に
ある。こうしたカーストをめぐる社会状況を理解する試みにおいて、先行研究では、1990 年代
以降に本格化した経済自由化政策とグローバル化が与える影響に対する分析を十分に深めてい
るとは言い難い。そこで、インド国内の事例に加えて、国外で居住するインド系移民のカースト
意識やダリト運動のネットワーク形成の要素を取り入れる本研究の視点は、1990 年代以降の社
会状況を把握するうえで重要であると考え、本研究課題を設定するに至った。 
本研究計画の立案に示唆を与えた研究として、イギリス人研究者の著作［Leslie 2003］が挙

げられる。同書はイギリスに移住したダリト（バールミーキ・コミュニティ）に注目した先駆的
研究の一つとして位置づけられる。 
 
２．研究の目的 
本研究がめざすのは、1990 年代からグローバル化と経済自由化の趨勢が指摘される現代イン

ドにおいて、急速に変貌しつつあるカーストとダリト運動の動態を捉えると同時に、他地域の状
況にも目を向け、インド国外に居住するインド系ダリト・コミュニティにも注目することで、地
球規模で生起している動きがカースト意識やダリト運動にどのような影響をもたらしているか
を実証的に解明することである。申請者が従事してきた調査地（北インド）に加え、旧宗主国と
してインドと歴史的関係の深い、南アジア系移民を多く抱えるイギリスの動向にも着目する。ト
ランスナショナルな反カースト運動の展開を明らかにする基礎的研究をめざす。 
 
３．研究の方法 
本研究では、トランスナショナルな反カースト運動の展開を包括的に解明するために、4つの

研究主題を設定した。【主題 A】イギリス植民地における不可触民解放運動の後に登場してきた
B.R.アンベードカル以降のダリト運動を取り上げ、とくに 1990 年代以降の政治社会分野におけ
る活発化に着目しつつ、現代のダリト運動の射程について検討する。【主題 B】ダリト運動の「多
様化」と「個別化」の傾向をバールミーキ（清掃カースト）の事例から考察する。【主題 C】経済
自由化がダリトの人びとに与える影響の検証をバールミーキが「伝統的」職種として従事してき
た清掃労働の観点から分析する。【主題 D】グローバル化がインド国内外のダリト運動にどのよ
うな変化をもたらしているのかについて、人権をキーワードにトランスナショナルなネットワ
ークを形成しつつある運動組織の活動から実態を明らかにする。 
上記 4つの主題を検討することで、現代インド社会におけるカースト意識、ダリト運動の実態

をこれまで調査してきた北インドだけでなく、国外の事情も含めることで、包括的に把握するこ
とが可能になると考える。 
 
（1）先行研究の整理と検討 
【主題 A】に関しては、近年多くの研究成果が出されている。政治分野に関しては［Jaffrelot 

2011］が北インドのダリト、後進カースト（OBC）の事例を検討している。ダリトのカースト的
アイデンティティがどのように形成されるかを論じた研究には［Narayan 2006］がある。代表的
な著作を参考にし、ダリト運動の歴史的展開を確認した。加えて、調査対象とするインドのバー
ルミーキの運動に特徴的な公益訴訟の観点から、司法分野とダリトに関する著作も参照した。 
【主題 B と C】については、本研究が事例とするバールミーキにアプローチした最近の研究は

まだ少なく、現地調査における資料収集と聞き取り調査によって分析を試みた。 
【主題 D】に関する 2000 年代以降のダリト運動の新しい動きとして、カースト問題をインド

の「国内問題」にとどめず、人種差別のひとつとして取り組むべきだという主張がインド国内外
に居住するダリトの活動家によって提議されるようになった。国連をはじめとする国際的機関
によって、カースト問題が人権問題として取り上げられる展開を検討している著作［Natrajan 
and Greenough eds. 2009; Thorat and Umakant eds. 2004］をまず参考にした。この分野の研
究は近年積み重ねられており、本研究を進めるうえで示唆に富む。 
 
（2）現地調査 
 本研究では、インドとイギリスにおける人びとのカースト意識とダリト運動の今日的動態を
テーマに掲げているため、現地調査に多くの時間を割いた。インドでは、デリーとアムリトサル
を調査地として、文献調査のほか、運動組織の指導層と参加者、清掃労働組合の幹部にインタヴ
ューを実施し、活動の参与観察を行なった。なお、当初の計画ではプネーを調査候補地としてい
たが、グローバル化の影響という観点においては移民を多く送り出しているパンジャーブ州の
方が研究課題の推進により適していると判断し、パンジャーブ州アムリトサルに変更した。    
イギリスでは、当初ロンドンを調査拠点として検討していたが、プレ調査の結果や現地研究者

の助言を踏まえて、ダリト移民が多く、寺院を拠点にした運動が活発に観察されるバーミンガム
と隣接するコヴェントリー、ウォルヴァーハンプトンの地域をおもな調査地に設定し直した。寺
院兼カースト団体の指導層とメンバーの生活調査とライフヒストリー、運動への参与に関する
インタヴューを実施した。インドとイギリスの現地調査を通じて、多くの現地研究者に出会い、



調査の助言やテーマに関する意見交換の機会を得ることができた。 
 
４．研究成果 
本研究は、現地調査によって具体的な事例を分析することにより、以下のような成果が得られ

た。 
 
（１）現代ダリト運動における「多様化」、「個別化」の傾向 
近年のダリト運動の特徴、傾向としてしばしば指摘されるのは、各カーストごとに自コミュニ

ティのイッシュー、権利を主張する運動の「多様化」、「個別化」がみられることである。その背
景を明らかにするために、代表者が博士課程から継続的に現地調査をおこなってきた首都デリ
ーを中心として、不可触民のなかでもとりわけ厳しい差別を受けてきたバールミーキの事例を
分析した。ここで注目されるのは、カースト内の弁護士や医師、上級公務員（退職者）のリーダ
ーシップのもと、公益訴訟という司法分野での働きかけを活用して、留保制度の見直しや福祉政
策の充実を要求する運動が近年活発化していることであった。ダリト内部が一枚岩ではなく、全
インド的なダリト運動が出現していないなか、特定の地域、特定のカーストを支持基盤とする限
定的なダリト運動が多く存在する。バールミーキの運動も、そうした流れに位置づけられるが、
本研究が新しい知見として示し得たのは、ダリトのなかでも人口規模、社会経済的立場の面でも
マイノリティとされるバールミーキのようなコミュニティがとる運動戦術として、公益訴訟と
いう司法分野で救済を見いだそうとしている点である。なぜ公益訴訟という手法をとるのか。そ
の理由は、指導層へのインタヴュー調査によって、「訴訟は政治活動と比べて費用が少なく済む」、
「訴訟経緯や判決が新聞や SNS などのメディアをつうじて広く伝わり、インパクトが大きい」な
どの理由が確認された。また、こうした活動と指導層のネットワークが、国境を越えて、グロー
バルに展開している様相も指摘された。ただし、公益訴訟運動の浸透がコミュニティのエリート
以外の階層や世代、そしてカーストの差異を超えて支持を獲得しているかについては、検討の余
地がある。今後の展開を注視していきたい。 
 

（２）経済自由化がダリトに与える影響 
（2）のテーマは、代表者が博士論文の研究で明らかにしたデリーのバールミーキに関する世

帯調査の結果に着想のヒントを得た。そこでは、バールミーキの清掃部門への高い集中と女性労
働者のインフォーマルセクターへの従事が男性より高いこと、臨時雇いが多いという雇用の不
安定化が明らかにされた。ダリトに独特な問題として、「不浄」な職業との関連があるが、清掃
業（とくに汚物処理）はその最たるものである。同様の職業として皮革業があるが、両者を比べ
た場合、対照的な状況が確認される。チャマール（皮革カースト）は、皮なめし産業の衰退にと
もない、生業からの離脱をほぼ達成している。バールミーキの低教育と他の産業への進出の遅れ
は、従来からの「バールミーキ＝清掃カースト＝ダリト」とする範疇化を一段と強め、清掃カー
ストの「実体化」が極まる要因にもなっている。さらに、経済自由化路線のもと、デリーでは 2000 
年以降、清掃部門の民営化が進められている。世帯調査からも臨時雇用の割合が多く観察された
が、今後も雇用の非正規化が拡大していくことが予想される。2010 年代に入ると、その動きは
さらに加速していることが確認された。自治体清掃職の民営化は、雇用の非正規化と労働組合の
弱体化をもたらし、清掃職に従事してきた多くのバールミーキが生活不安に直面している。清掃
業に従事するバールミーキの人びとは、数か月にわたる賃金の未払いやユニフォーム、清掃用具
の支給を停止するようになったデリー市自治体の対応を政府や市民社会に訴える手段として、
公益訴訟を活用したり、路上でストライキを行なっている。こうした状況は、デリーのみならず、
他地域でも起きていると予想され、本研究ではパンジャーブ州のアムリトサル市内の自治体清
掃人居住区においても聞き取り調査を行った。新しい試みのため、デリーで実施した調査よりも
少ないインタヴュー件数となったが、清掃人居住区において、非正規の世帯は正規雇用の世帯と
比べて厳しい生活状況が確認された。 
アムリトサルにおける調査では、イギリスの事例と関連するヴァールミーキ詩聖信仰と寺院

建設の活動が活発に行われていることも明らかにされた。ヒンドゥー教や仏教は異なる宗教社
会活動が模索されている様相を検討し、イギリスに移住した自コミュニティとの人的、資金面で
のネットワーク形成が試みられている様相が明らかにされた。 
 
（３）ダリト移民による「グローバルな反カースト運動」の検討 
2000 年代以降、「ダリト運動のグローバル化」と称せられる現象が顕在化している。2001 年、

南アフリカ・ダーバンの「人種主義、人種差別、排外主義および関連する不寛容に反対する世界
会議」を契機に、カーストを人種に置き換えて、グローバルな人権保護の枠組みで捉え直し、カ
ーストにもとづく差別や暴力問題の解決に向けて、政府が取り組む必要性を主張する動きがイ
ンド国内外に居住するダリト運動組織と活動家によって活発に展開されている。「global 
justice movement」 [Hardtmann 2009]として着目され、国連、国際開発・人権 NGO、欧州政府
機関を介して、インド政府に圧力をかける政治的戦略ととらえることができる。この動きを、社
会経済的に地位を確立したインド国内のダリト活動家、その運動組織と欧米在住のダリト移民
が協働した結果と指摘する先行研究もあるが[Kumar 2003,2004]、本研究では、現地調査による
具体的な事例から検討を行なった。 



パンジャーブ地域出身のバールミーキ移民が多く居住しているイギリスを事例に、バーミン
ガムとその隣接地域を拠点として、生活調査、移民第 1～第 3世代のライフヒストリー、ヴァー
ルミーキ詩聖信仰とその寺院兼カースト団体の活動、トランスナショナルなカースト的ネット
ワークの形成について、寺院執行層とその家族にインタヴュー調査を実施した。そこでは、プラ
イバシー保護の観点から、出自カーストにかかわるとしてインタヴューを断られるケースも度々
あり、調査の遂行において困難も生じた。本研究プロジェクトによって、4 年間、毎回 2～3 週
間程度の調査ではあったが、毎年調査地を訪問することが可能となったおかげで、インフォーマ
ントとの信頼関係を徐々に築くことができた。プロジェクトの後半では、インタヴュー調査の対
象を広げることができ、とくに寺院活動の前面にあまり出てこない女性たちにライフヒストリ
ーの聞き取りを実施できたことは非常に貴重であった。従来の南アジア移民研究、シク移民研究
には、ダリトと女性への視点が抜け落ちており、現地調査によって、1950 年代にインドや東ア
フリカ、東南アジアを経由してイギリスに移り住んだ当時の社会的、経済的状況が明らかにされ
た。カースト別の寺院建設については、「イギリスに来た頃（1950 年代）は、街にグルドワーラ
ーは一つしかなかった。その頃はカーストの出身も関係なく、みんな助け合って暮らしていた。
でもしばらくしてコミュニティが大きくなってから（1970 年代）、それぞれのカーストごとにお
寺を建てることになった」との回答が確認された。カースト別の住み分けや結婚状況は、世代や
階層などによっても様相は異なる。また、ダリト移民にはアイデンティティの複層性がみられ、
とくに若者世代においては、British/Indian/Valmiki というナショナル、ローカルな自己認識
が、他者による表象とのせめぎあいの中で複層的に形成されていることが分かった。  
ダリト移民による「グローバルな反カースト運動」の分析について、インドとイギリスのダリ

ト組織の指導層間で、人的、資金面のネットワーク形成が試みられる状況は確認された。しかし、
持続的で確立されているとは言い難く、インターネット上の情報と現地で行なった聞き取り調
査の結果は必ずしも一致しているわけではなかった。たとえば、「故郷」のパンジャーブ（アム
リトサル）にヴァールミーキ詩聖寺院を建設する運動においては、寄付金の送金授受をめぐって、
イギリス側とインド側のコミュニティの認識が異なることが確認された。 
ダリト移民の出自カースト、世代、階層によってカーストや運動に対する意識、手法も異なる。

たとえば、海外のダリト移民による運動で主導的立場にあるラヴィダーシア・コミュニティは、
ラヴィダース詩聖信仰を掲げて、その人口規模と資金力を活用させて、上位のカーストであるジ
ャート・コミュニティとの対決を鮮明にしている。こうしたカースト間のポリティクスについて
も、ローカル／ナショナル／グローバルな文脈で詳細に分析し、研究を深化させる必要性を認識
するに至った。 
 本研究によって得られた成果は、現地研究者にも新たな知見として注目されていることが、現
地で開催された研究会や国際会議、国際学会の質疑応答で確認された。今後は英語論文として刊
行し、意見交換を行った現地研究者と国際共同研究の将来的可能性について検討を進めたいと
考える。 
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